
学位论文开题申请表

姓名 联系电话 备注：

班级 电子邮箱

论文题目 村上春樹の作品における「月」

论

文

提

纲

研究背景と課題：村上春樹の作品は36ヶ国語に翻訳され、40以上の国と地域に紹介されている。そして、幅広い層の読

者から高い評価を得ている。では、なぜ村上春樹の作品が世界的に高く評価されているのか。その一つの手がかりが、村上

春樹の描写技法の多様さであろう。氏の小説には、独特のイメージが多用されており、小説の方向性を決めるために、自然に

関するイメージの描写が多く用いられている。中で「月」というイメージが、単に雰囲気を盛り上げるための存在であるに限らず、

主人公の歩みとふかく結びつけられている。したがって本論文は村上春樹の作品における「月」を研究対象とし、そのイメージ

と主題との関わりを詳しく分析したうえで、再解釈を行いたいと思い、三つの部分に分けて以下の内容を論ずることにした。

目次：

はじめに

第一章 『1Q84』

1.1 歪んだ月と日曜日の暗い朝

1.2 満月の夜

第二章 『スプートニクの恋人』

2.1 青い月光と憂鬱な気分

2.2 魔術的な月光

第三章『ねじまき鳥クロニクル』

3.1 白い月光と孤独な人影

3.2 潮汐現象と「妻」の不安定

おわりに

予期結論：（なくてもいい）

参考文献：( 范例 )

1. 村上春樹.『海辺のカフカ』.新潮文庫，2005. （原著）

2. [美]雅克·蒂

�� Q½ �Ò�´ �6 M�Å �C �$ �‚ �ö �� �� ��

美[

�ì �z �Û

�� （

2

\a \� \E \Ò �¢�

\

\ S� ��1„ �é

�e RŽ

�� �â5

2

0
村

村村

֣

村村村

.

̥

村 ̉ ֣ 。村村

ね

Ê

村


